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火
葬
場
改
築
着
工
ま
ぢ
か

九
月
定
例
会
は
九
月
二
十
一
日
に
招
集
さ
れ
、
会
期
を
十
日
間
と
決
め
市
長
か
ら
提
出
さ
れ
た
甲
府
市
職
b
H特
別
給
与
条
例
臨
時

特
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
等
六
件
、
台
風

一
O
号
に
よ
る
災
害
復
旧
に
伴
う
補
正
な
ど
一

般
会
計
等
補
正
予
算
四
件
、
市
営
火

葬
場
改
築
用
地
の
取
得
、
財
産
の
処
介
及
び
請
負
契
約
の
締
結
等
四
件
、

教
育
委
員
等
の
人
草
案
件
二
件
の
計
十
六
案
件
を
当
局
原

案
の
と
お
り
可
決
並
び
に
同
意
す
る
こ
と
に
決
し
ま
し
た
。

そ
の
ほ
か
、
人
事
院
勧
告
完
全
実
施
に
関
す
る
意
見
書
の
提
出
を
決
め
、
さ
ら
に
昭
和
五
十
六
年
度
各
会
計
別
決
算
の
認
定
に
つ

い
て
は
、
決
算
審
査
特
別
委
員
会
に
付
託
の
う
え
閉
会
中
継
続
審
査
す
る
こ
と
と
し
、
九
月
三
十
日
に
閉
会
し
ま
し
た
。

事
業
、
公
園
田
時
一
党
会
派
を
代
表
す
る
八
人
の
議

一全
貝
異
議
な
く
可
決
し
、
九
月

一
了
い
た
し
ま
し
子
、

設
卒
業
費
な
ど
一
員
に
よ
っ
て
行
わ
れ
、
低
却
す

一定
例
会
の
す
べ
て
の
日
程
を
終
一

の
追
州
、
更
正
一
る
経
済
情
勢
や
固
め
行
財
政
改
一

九
月
定
例
会
に
提
出
さ
れ
た
一
市
職
員
特
別
哲
7
条
例
臨
時
特
一
金
及
び
退
職
一
時
金
に
関
す
る
一
詰
と
災
害
葉
会
貸
付
一
給
条
例
の
一
部
改
正
そ
れ
に
一
が
主
な
も
の
で
総
額
六
億
一
千
一
草
地
方
自
治
体
を
と
り
ま
く
一

教

育

委

員

井

上

英

信

氏

条
例
語
、
思
給
法
等
の
一
部
一
例
の
一
部
改
正
、
ま
た
教
育
報
一
条
例
等
の
一
部
改
正
‘
更
に
法
一
限
度
額
を
草
す
る
た
め
の
甲
一
民
主
と
し
て
の
機
能
品
一
九
百
九
土
ハ
万
二
千
円
的
補
正
一
厳
し
い
状
況
下
で
の
、
本
市
町
一

[

に

同

意

改
正
に
伴
っ
て
、
甲
府
市
内
戦

一員
で
あ
っ
た
者
向
退
職
年
章
一
会
一
部
改
正
に
よ
っ
て
災
一
府
市
災
害
弔
雲
の
支
給
及
び
一
え
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
防
災
七
ン
一
移
行
う
も
の
で
あ
り
ま
す
。
一
警
の
振
興

・
生
活
環
境
の
整
一

公

平

委

員

横

内

敏

治

氏

貝
で
あ
っ
た
者
向
退
隠
料
等
の
一
円
年
寄
改
定
等
主
行
う
た
め
一
車
産
見
舞
金
的
支
給
に
係
る
一
災
害

2
2
2
3に
関
一
タ

1
2設
さ
れ
る
の
で
日
一
下
水
道
室
罰
金
補
正
面

・
福
祉
の
向
上
等
の
重
点
施
一

年

額

の

改

定

な

ど

砕

υ
に
災
害
附
釜
一
す
る
条
例
空
部
改
正
、
消
防
一
白
書
長
け
す
る
た
め
の
平
在
、
一
億
五
千
二
百
四
十

一章
、
当
面
す
る
区
画
整
理
事
一
翼
及
び
市
政
長
質
問
的

一任
と
し
て
同
氏
を
再
任
す

関
川
a'

F
治

叫

4

3

一
一
印
刷
仰
い

m
m
M
M川
刊

竺

引

日

川

河

川

悦

均

一

郎

一

料

信

仰

し

問

問

一四

日

間

日

十

刊

M
M竺

M
M
U一
↑
仁
川
川
口
心
純

一
日
時
刊
に
日
射
性
比
一

M

mJ一
必

仏

一

幻

抑

制

問

刊

誌

7
J括
経

ど

鵠

仰

は

時

間

内

一

昨

日

日

間

罪

行

一

日

い

け

れ

日

付

昨

日

日

立

立

山

崎

町

れ

れ

』

m
J一ι

/千
人

抑
制
し
川
十

M
M何
日

間

一

伊

川

ぷ

り

お

い

叫

M
M
一
る
お

M
M
Mれ
れ
山
口

γ
一
れ
れ
い
は
川
市
委
員
会
に
付
一
円
以
日
話
時
諮
問
問

一
と
に
決
し
ま
し
た
。

:

・

一
川
、

-F

を
行
い
、
農
の
純
凶
に
係
る
石
川
一
言
に
伴
う
事
業
の
経
費
や
一
在
、
股
作
物
病
室
防
除
対
一
総
務

・
民
生

・
建
設
経
済

一

Z
M
.h

'

皇
内
務
怖
を
す
た
め
の
叩
一
転
作
物
語
主
、
道
路
陥
一
日
症
の
追
加
七
士
一
万
一
一
千
円

一水
道
の
囚
常
任
委
員
会
の
審
査

一

1
r
3
k
t
b
z
'
Z
5

人

府
市
消
防
団
只
退
職
削
指
金
支
一
リ
ょ
う
の
新
設
改
良
行
、
街
同
一
で
あ
り
ま
す
。

一は
二
寸
九
日
に
開
か
れ
、
慎
重

一
日
，
出
川
副
ゆ
前
場
必
仁
川
砂
銀
河

l
J
一
水
心
手
業
会
計
補
正
予
却
は

一に
審
査
し
た
結
果
が
最
終
日
の
一

一一

2
2
5る
災
直
復
旧

一三
十
日
宗
主
に
お
い
て
各
一

予

算

を

可

決

二
校
一
干
七
h
九
土
ニ
刀
三
千
円
一
常
任
委
員
長
か
ら
報
告
さ
れ
、
一

一
一
の
補
正
を
す
も
の
で
す
。

一
い
ず
れ
も
、
各
市
任
委
員
長
の
一

1
八
月
臨
時
会

l

一
一

こ
の
ほ
か
、
市
長
か
り
提
出
一
報
告
の
と
お
り
、
全
頁
異
議
な
一

ご
さ
れ
た
楽
件
は
、
財
産
の
処
分
一
く
当
局
原
案
の
と
お
り
可
決
い

一

八
月
臨
時
会
は
、
ま
ず
、
昭
一
本
市
の
大
型
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
と

に
つ
い
て
(
叩
府
刑
務
所
跡
地
一
た
し
ま

L
Q

一
和
五
十
七
年
度
公
営
住
宅
(
後
一
し
て
、
市
民
か
ら
最
も
期
待
を

の
分
A
)

財
産
の
取
得
に
つ
一
ま
た
、
最
終
日
の
本
会
議
に
一
屋
団
地
)
建
設
(
第
一

・
第
一
一
一
寄
せ
ら
れ
て
い
る
甲
府
駅
近
代

い
て
(
市
首
火
葬
場
改
築
用
地
一
は
、
昭
和
五
十
六
年
度
甲
府
市

一工
区
)
の
請
負
契
約
締
結
の
二
一
化
に
伴
、
っ
、
宝
府
駅
駅
舎
改
古
民

的
取
得
)
、
区
域
外
町
道
路
線
一
各
会
計
別
決
算
的
認
定
に
つ
い
一
件
ほ
か
、
電
子
計
算
機
機
器
購
一
等
工
事
品
目
負
担
金
を
追
加
補
正

認
定
の
瓜
ぷ
(
屯
土
町
同
区
域
一
て
と
、
昭
和
五
十
六
年
度
甲
府
一
人
に
係
わ
る
昭
和
五
十
七
年
度
一
す
る
た
め
の
、
昭
和
五
十
七
年

を
こ
え
て
本
市
町
区
域
を
通
過
百
各
企
業
会
計
別
決
算
内
認
定
一
叩
府
市
水
道
事
業
ム
吾
補
正
干
一
度
里
府
市

一
般
会
計
補
正
予
算

す
る
屯
土
町
巡
の
承
諾
)
及
び
一
に
つ
い
て
の
こ
件
が
提
出
さ
れ
一
算
(
第
一
号
)
、
市
道
路
線
的
一
(
第
二
号
)
一
億
六
千
万
円
が

ド
水
道
大
作
終
末
処
思
場
の
尚
一
ま
し
た
。

一
認
定
に
つ
い
て
の
四
案
件
を
付
一
付
議
さ
れ
、
総
務
委
員
会
に
お

山
コ
ン
ポ
ス
ト
施
設
機
械
設
備
一
こ
の
二
刊
に
つ
い
て
は
、
委
一
議
し
て
、
八
月
四
日
に
招
集
さ
一
い
て
、
慎
重
に
審
査
し
た
と
こ

工
事

(
一
次
発
防
槽
二
次
発
一

μ十
五
人
を
も
っ
て
締
成
す
る
一
れ
、
建
設
経
済
‘
水
道
内
各
委
一
ろ
、
委
貝
か
ら
、
特
に
甲
府
駅

昨
憎
)
の
地
'
行
の
た
め
の
必
負
一
決
斜
審
資
特
別
委
只
会
を
設
置
一
貝
会
に
お
い
て
悦
重
に
審
査
し
、
一
近
代
化
に
あ
た
っ
て
は
、
身
障

契
約
的
締
結
に
つ
い
て
の
凶
何
一
し
、
こ
れ
に
付
託
の
上
、
閉
会
一
い
ず
れ
も
市
長
提
案
の
と
お
り
、
一
者
の
た
め
の
施
設
に
つ
い
て
も

で
あ
り
ま
す
。

一
中
内
継
続
審
査
と
す
る
こ
と
に
一
全
頁
異
議
な
く
可
決
し
、
会
期
一
併
せ
て
設
置
さ
れ
る
占
つ
要
望

こ
れ
ら
北
山
山
議
案
に
対
す
る

一
い
た
し
ま
し
「
旬
。

一
一
日
間
の
臨
時
会
を
閉
会
し
ま
一
す
る
意
見
を
付
し
、
市
長
提
案

れ
疑
且
び
市
政

一
般
質
問
は

一

故
後
に
、
議
員
提
案
に
よ
る
一

L
F、
一

の

と

お

り

、

全

貝

異

議

な

く

可

ニ
イ
問
H
A
び
二
1
七
H
、
二

一
人
必
院
勧
告
完
全
世
高
に
関
す
一
次
に
、
八
月
三
」
1

一
日
に
招
一
決
し
、
同
日
臨
時
会
を
閉
会
し

1
1
八
H
の
三
H
間
に
わ
た
り
各
一
る
古
川
凡
告
の
提
出
に
つ
い
て
を
一
集
さ
れ
ま
し
た
臨
時
会
に
は
、
一
ま
し
た
。

喝.';-

タ?-yi??丸 μ

台風1日号で大被害を受けた界仙峡滝上

決
算
審
査
特
別

委
員
会
を
設
置

九
月
定
例
会
批
終
日
の
一ニ

十
日
に
設
置
さ
れ
た
決
界
事

先
特
別
委
以
会
の
委
川
は
、

本
会
議
終
了
後
、
会
川
会
を

聞
き
正
副
長
日

k
の
h
選
を

行
い
ま
し
た

f

正
副
委
U
H
r
K
M
札
び
安
以
の

氏
名
は
、
次
の
と
お
リ
で
す
。

な
お
、
決
引
務
代
特
別
委

U
H
会
は
イ
二
月
'
止
例
会
ま
で

に
審
火
を
終
了
し
.
そ
の
払

川
市
を
報
告
す
る
予
定
で
す
。

委
員
長
原
田
正
八
郎

副

委

員

長

岡

伸

委

員

上

田

英

文

M
H

伊
藤
常
八

H

内

藤

源

一

H

込
山

貴
雄

H

小

林

匡

H

長
瀬
正
左
衛
門

H

小
林
康
作

H

堀

内

光

雄

H

小
沢

綱
雄

H

山
中

繁
芳

H

秋
山
慎
次
郎

H

岡
田

修

H

富
永

政

男

9月定例会

. 紙 面 あ ん な い .

1頁 議会慨望書ほか

2頁 一 般質問ほか

3頁 11

4頁 委貝会の審査状況はか

+9月定例会日程.

9月 21日 開会、提案理由 の説明

22日-23日 議 案 調 査 の た め 休 会

24日 本会議

質疑及び市政一般質問

25日 -26日 休会

27日 本会議

質疑及び市政般質問

本会議

質疑及び市政一般質問

各委貝会付託

各常任委員会

本会議

各常任委貝会報告

閉会

議会を
得聴しましょう
J当 E号 、r事『三宮民事F 、一円
，..、嗣‘巴r、叫" 届竃， a引一 J 
‘巴..旦~.‘OU ，い 盟弓U弛‘ ι白，一 “ 
悼弐'旦:!i~~ 司~，- ノ~J 
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定例会は3月.6月ヲfl/2fjでず

28日

29日

30日
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る訟に考 mのh
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号、1:1 _/一.，

自
転
車
条
例
制
定
と

指
導
員
の
増
員
計
画

問

什
転
中
年
J

州
制
定
の
内

一指
与
に
つ
い
て
は
、
本
山
の
制

作
と
見
通
し
、
比
び
放
出
向
転
一
人
記
泊
術
作
H
は
i

比
増
K
令

市
に
対
す
る
作
党
、
桁
泊
中
に
州
一
川
心
恕
の
作
発
、
安
全
指
川
吋
可
を
一

人
交
通
指
導
いH
を
刷
引
い
叫
す
る
宅
一
峨
務
と
し
て
い
る
。
仙以前ーけ
A
K
一

え
が
あ
る
か
州
い
た
い
。

一
小
の
指
導
取
締
リ
寺
に
つ
い
て
一

答

什
松
市
平
条
例
の
王
裂
な
一
は
法
的
怜
似
の
耐
で
む
ず
か
し
一

本
彼
川
は
国
内
交
定
後
と
な
い
ね
と
し
て
一
さ
は
あ
る
が
、
対
応
で
き
仰
る
一

る
が
、

底
辺
農
地
主
ど
災
吉
一
、
則
市
中
場
ぷ
也

(H'Mm)

に
一
刷
も
あ
る
の
で
い
似
的
に
取
リ
一

箇
所
同
州

E
、
設
計
な
ど
の
半
つ
い
て
の
市
町
古
務
一
く
ん
で
い
き
た
い
。

一

務

を

す

す

め

て

い

る

。

二

、
企
草
者
専
に
対
す
る
出
単
一
主
お
、

m
Hに
つ
い
て
は
、
一
諸
般
の
伏
況
を
小
み
ず
み
え
る
な
か
一
で
検
川
し
た
い
。

な
お
、
絞
〈

一
八

号

に

よ

る

場

町

一

位

置

義

務

一

-
j
i
i

，

h

昨

日

M
1
M
M
U
M
Z
M
M
M
M片
山

訪

問

一

城

東

地

区

区

画

整

理

事

業

会
一

被
川
町
制
け
む
り
山
山
一

γ同
M
r
M
M斗
一

MMM十
日

日

間

げ

び

一

日

昨

日

リ

ド

ド

山

川

上

凹

占

を

量

的

事

項

と

一

O
街
路
事
業
で
の
開
発
は
O

一
対
す
る
利
子
補
給
に
つ
い
て
何
一
部
を
助
成
し
て
い
く
。

一

し

て

検

討

し

て

い

る

。

一

間

城
東
地
医
区
画
繋
型
事
一
る
の
で
五
O
パ
セ
ン
ト
で
は
一
け
る
こ
と
は
図
的
補
助
的
関
係

一
い

れ
い

j
一

2
5そ

の

一

い

け

い

れ

川

ゴ

ド

一

老

人

医

療

費

無

料

化

は

は

A問
料

刊

じ

れ

一村
祁
必
れ
れ
わ
れ
刊
一
む
訂
れ
わ
れ
日
十
円
分
一
れ
れ
れ
は
江
川

u
u
i
M

市
一

後
の
大
雨
更
に
直
一
八
号
一
成
等
を
し
て
対
応
し
て
い
く
。
一

維

持

で

き

る

か

事
業
者
に
一
定
円
高
車
工
求
め
る
努
力
は
万
全
で
あ
っ
た

一

2翌
し
託
成
の
区
域
が
五

一む
ず
か
し
く
着
工
は
で
き
な

』

に
よ
る
農
業
関
長
官
、
主

つ

ぎ

に

施

設

災

害

に

つ

い

て

一

も

の

で

あ

る

の

で

環

境

保

全

審

王

、

な

お

、
幹

草

野

け

を

一
ヘ
ク
タ
ル
以
上
あ
り
、
喜
一
ぃ
。

:τ
坊
で
士

一億
八
千
万
円
余
り
一
は
一

O
号
関
係
で
は
獄
急
対
策
一

間

老
人
保
健
法
の
五
十
八
一
六
千
六
百
万
円
、
一部
負
担
増
設
会
的
意
見
等
を
ふ
ま
、之
、
三
街
路
主
主
で
安
附
す
る
考
え
は
化
す
る
こ
と
の
効
果
が
矧
待
で
一
和
戸
町
山
高
向
上
条
一
線
と
金

荊

τの
ぼ
り
、
こ
の
対
震
と
し
一
と
し
て
、
用
水

Z
F
E
E
-月施
行
に
伴
い
、
一
部
負
一
分
が
約
一
億
六
千
八
百
万
円
て
ら
に
は
関
係
者
向
署
名
て
、一

な

い

か

。

一

き

る

場

合

は

そ

の

区

域

だ

け

で

一

子

容

謀

議

美

小

跡

地

部

一
て
、
技
術
指
導
走
行
う
と
と
も
一
と
な
っ
た
埋
設
水
路
の
遠
山
十
五
円
導
入
に
つ
い
て
の
対
応
及
↑
合
計
二
億
三
千
四
百
万
円
桂
内
で
き
る
だ
け
早
い
時
期
に
制
定
一

答

城
東
地
域
的
土
地
区
画
一
も
常
置
す
る
こ
と
が
行
政
と
し
一
分
に
つ
い
て
は
応
急
整
備
を
考

甲

古
努
話
料
化
を
維
持
し
た
場
一
負
担
地
に
な
る
。
な
お
、
こ
の
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
ρ

一
益
事
業

2
2署
長
一
て
大
切
だ
与
え
る
の
で
、
地
一
え
て
い
る
。

一
味
負
担
増
に
つ
い
て
は
ど
っ
一

ι寸
主

で

あ

る

@

生

自

転

半

に

対

す

る

啓

発

一

山

訪

問

科

目

し

わ

ぬ

語

何

日

計

肝

心

一

日

わ

け

一

人

事

院

勧

告

圏
一
答
現
行
の
老
人
医
療
制
度
一

五

拡

終

了

後

の

見

通

し

一
っ
た
と
思
っ
て
い
る
。

一
て
い
る
。

一

完

全

凍

結

純

一

れ

村

山

け

は

お

パ

ド

一

口

水

道

事

業

日

一

は

対

抗

抗

日

間

れ

わ

れ

一七

日

十

M
M
M
M
M
m
一
本

市

の

対

応

雄

一
を
聞
く
中
で
県
及
び
他
都
市
町
一

問

第
五
期
拡
張
工
事
終
了

一
で
き
る
だ
け
長
〈
効
果
的
に
活
一
発
と
し
て
、
東
部
地
域
の
住
民
一
道
路
用
地
に
か
か
っ
た
人
だ
け
一

間

人
事
院
勧
告
の
完
全
諌

出
一
動
向
も
岩
慮
し
、

企
誌
の
福
祉
一
後
を
見
通
し
て
の
長
期
経
営
方
十
周
す
る
こ
と
が
必
要
に
な
っ
て
一
字
望
に
よ
り
若
手
し
た
も
の
で
、一

が
只
収
方
式
で
土
地
家
屋
が
補
一
結
は
地
方
公
務
員
へ
も
直
接
影

刈

一
は
後
退
さ
せ
な
い
と
い
う
考
え
一
針
に
つ
い
て
聞
き
た
い
。
一
く
る
。
一
議
会
と
も
ど
も
今
日
ま
で
努
力
一
俄
さ
れ
道
路
が
鮭
怖
さ
れ
る
が
、
一
智
し
、
民
間
に
も
打
撃
だ
。
ど

阻
一
方
に
立
っ
て
、
今
後
行
財
政
対
一

答

第
五
期
拡
張
工
事
が
完
一
具
体
的
に
は
、
平
瀬
、
昭
和
一
を
し
て
き
た
一
典
的
宅
地
や
道
路
に
つ
い
て
は
一
う
対
応
す
る
か
聞
き
た
い
。

日
一
葉
責
会
に
お
い
て
十
分
検
討
一
成
す
る
と
、
本
市
上
水
道
は
充

一両
水
源
の
重
機
能
的
強
化
、一

し
か
し
最
近
反
対
迎
撃

一旧
此
也
依
然
と
し
て
未
需
で
残
一

答

人
事
院
警
の
完
全
実

況

玄
」行
い
、
十
二
月
議
会
ま
で
に
一
実
し
、
一
O
年
あ
る
い
は
二

O
一石
綿
管
、
老
朽
官
の
敷
設
替
え

一活
発
と
な
っ
て
い
る
こ
と
は
事
一
る
こ
と
に
な
る
。
又
道
路
を
基
一
施
に
つ
い
て
政
府
が
凍
結
を
決

剛

一
は
そ
の
方
向
を
明
確
に
す
る
。
一
年
と
い
う
占
つ
な
長
期
に
わ
た
一

に
よ
る
漏
水
防
止
と
、
有
収
率

一実
で
あ
り
誠
に
遺
憾
で
あ
る
。
一
準
に
し
て
宅
地
を
買
収
す
る
の
一
定
し
た
の
で
、
非
市
に
厳
し
い

同
一
従
来
ど
お
り
の
無
料
化
を
し
一
っ
て
安
定
し
た
給
水
が
確
保
さ

一
の
向
上
、
災
害
対
策
的
万
全
化

一

そ
の
王
抜
は
街
路
事
業
の
方

一で
、
残
っ
た
土
地
が
不
艶
形
で

一状
況
下
に
あ
る
。

相
一

た
場
合
的
財
政
負
担
に
つ
い
て
一
れ
、
い
わ
ゆ
る
維
持
管
理
の
時

一等

で

あ

る

。

一

が

良

い

と

か

、
減
歩
に
問
題
が

一宅
地
と
し
て
使
用
で
き
な
い
場

一

こ
の
主
つ
な
こ
と
は
、
公
務

竺

は
、
従
来
の
義
を
参
考
と
し
一
代
に
入
る
。

一

五
拡
終
了
後
の
住
民
的
負
担
、一
あ
る
と
か
色
々
あ
る
が
、
し
か

一合
が
生
じ
、
そ
の
た
め
当
直

一只
の
労
働
基
本
権
を
制
約
し
、

日

一
て
試
算
を
す
る
と
、
昭
和
五
十
一
し
か
し
、
同
時
に
施
設
面
及

一職
員
へ
の
影
相
官
等
を
考
慮
し
、

一
し
こ
れ
ら
の
人
達
が
卒
業
内
本
一
城
に
住
め
な
い

こ
と
に
な
っ
た

一そ
の
代
償
と
し
て
の
人
事
院
勧

L
E
Eに
お
い
て
は
、
公
費
負

一
ぴ
財
政
面
で、

新
し
い
問
題

が

末

Eか
ら
長
期
経
営

早川 堀内 堀口 樋口 有品I1I水山 武川 f郎秋次山n 山R" 

言 費 毒霊空勇 賢型 名 定昭
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番出 老人いて にて て て い にて 関係 対応 背少 いて 老人 いて
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(2) 昭和57年11月1日

四
四
四
川
心
一
市
一
ぺ

一
般
質
問
は
九
月
二
十
四
日

・
二
十
七
日

二
十
八
日
の
三
日
間
に
わ
た

っ
て
行
わ
れ
、
八
氏
が

へ

各

党
派
を
代
表
し
て
台
風

一
O
号
に
よ
る
災
害
復
旧、

城
東
地
区
土
地
区
画
整
理
事
業
、
中
央
道
全

川
面
開
通
後
の
観
光
対
策
等
、
当
面
す
る
問
題
点
を
と
り
あ
げ
、
活
発
な
質
問
を
展
開
い
た
し
ま
し
た
。

そ
の
主
な
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

り

よ当
a=t 

風

O
号
等
災
害

H
農
業
被
害
の
対
応
H

よだ第 55 号



昭和57年11月1日

判
明
し
た
が
・
た
だ
し
、
実
態
一
成
を
着
実
に
す
る
必
要
が
あ
る
-
ら
れ
て
い
る
。

一
る
こ
と
は
話
し
て
い
る
。

一

i
医
院
ド
院
医
昨
日
昨
日
日
日
日
H
H
H
K
M
M
M
H
H
Hド
j

剥
査
に
つ
い
て
も
、
プ
ラ
イ
パ

一
と

思

ヲ

が

ど

っ

か

一

従

っ
て、

家
庭
教
行
に
お
け
一
こ
の
14
7主
状
況
下
で
、
本
市
日

川
削
副
剛
山
川
州
州
割
引
割
削
川
州
川
川
明
刷
川
酬
町
附
川
附
川
劃
阿
胴
船
剛
附
川

…

ン
l
保
護
町
立
場
か
ら
確
実
な
一

答

室
、
生
徒
を
健
全
に
王
子
育
て
、
近
隣
社
会
に
お
け
石
器
活
力
を
た
か
的
、
市
民
一
…
川
豊
岡
市
岡
田
岡
珊
卓
圭
苛
腐
砲
岬
間
百
富
田
川
明

間

占

一

羽

町

咽

叩

…

調
査
が
閣
総
で
あ
っ
;
ぉ
、
一
育
成
す
る
に
は
、
学
校
普
は
一
る
日
常
的

E活
動
、
ハ
+
校
教
一

の
所
件
を
明
大
す
る
た
め
に
は
一

…

z
J
I
-
-
-
7
4
E
J
4

・

4441
…

相
談
窓
口
の
設
置
に
つ
い
て
は
、
一
勿
論
の
こ
と
、
家
庭
、
社
会
に
一
有
に
お
け
る
訓
画
的
、
組
織
的
一
な
ん
と
言
っ
て
も
商
工
業
等
産
一

一

一

一

一山

九
月
定
例
会
最
終
日
の
九
月
三
+
日
に
、
「
人
事
院
勧
告
完
全
実
施
に
関
す

哨

現
在
市
民
相
絞
室
で
保
健
婦
に
一
お
い
て
も
、
そ
れ
ぞ
れ
役
割
を
一
指
導
等
、
子
ど
も
を
と
り
ま
く
一
業
の
娠
輿
を
一
層
は
か
ら
ね
は
一

一

一

一

一

川

る

意

見

書

」

が

提

出

を
さ
れ
、
本
会
議
に
お
い
て
全
会

一
致
で
決
ま
り
ま
し
た
@

よ
り
毎
日
行
わ
れ
て
お
り
、
一
自
覚
し
、
相
互
に
提
燐
協
力
し
、
一
全
体
が
そ
れ
ぞ
れ
相
互
に
協
力
一
宇
り
な
い
と
考
え
て
い
る
・

一

間

図
的
行
財
政
改
革
に
伴
一
え
る
事
は
必
至
で
あ
リ
加
え
一
る
な
か
で
、
弾
力
性
を
も
っ
た
一
保
鰭
相
談
窓
口
で
対
応
し
て
い
一
指
導
育
成
す
る
こ
と
が
大
切
で
て
響
機
能
を
議
す
る
こ
一
そ
の
た
め
現
在
、
商
業
主

こ
の
意
見
君
、
地
方
自
治
法
第
九
十
九
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
自
総
…

一

一

一

一

一

一

川
理
大
臣
を
は
じ
め
関
係
各
大
臣
に
提
出
を
い
た
し
ま
し
た
。

う
本
市
の
行
財
政
改
革
を
ど
っ
一
て
景
気
回
復
の
動
向
か
ら
し
て
、
一
健
全
財
政
を
維
持
し
て
い
く
努
一
る
・
一
あ
る
。

一
と
が
大
切
で
あ
る
。

一業
と
も
、
与
つ
し
た
状
況
を
ふ
一

進
め
る
か
、
今
後
円
具
体
的
改
一
市
税
収
入
に
大
幅
な
期
待
は
で
一
力
を
今
後
と
も
行
っ
て
い
き
た
一
在
宅
の
轡
重
老
人
向
介
護
一
乳
幼
児
期
、
少
年
期
、
背
年
一
一
ま
え
、

i
、の
1

府

市

町

商

業

一

仰

ニ

れ

は

地

方

公

務

貝

を

は

じ

m

ま
見
通
し
及
び
財
政
見
通
一
き
な
い
状
況
に
あ
る
。

一

ぃ

。

一

指

導

に

つ

い

て

は

現

在

す

と

成

三

沼

山

口

一

商

工

業

の

一
像
と

L
M
L的
な
振
興
指
一

…

人

事

院

勧

告

完

全

実

施

に

め
そ
の

f
i
z

L

又
行
革
を
進
め
る
つ
え
で
一
し
か
し
、
各
種
の
大
型
事
業
一
ま
た
都
市
自
治
体
が
行
政
一
に
お
い
て
各
保
健
所
管
内
ご
と
一
指
導
育
成
ト

l
t
l
f
i
一

一

宮

室

を

急

い

で

い

る

と

こ

一

一

関

す

る

意

見

書

給
生
活
者
を
含
め
一
-
一
千
万
二

的
障
害
は
票
。

一
向
推
進
と
住
民
福
祉
を
基
本
に

一改

革

喜

フ

署

長

、
市
民
一
に
近
く
介
議
室
町
間
号
予
一
い
童
話
謀
題
が
あ
る
。
一

振

興

策

は

一
み
で
あ
る
。
今
年
度
末
ま
で
に
一

川

余
に
も
波
及
す
る
と
言
わ
れ
…

答

。
私
は
常
に
憲
法
に
保
障
一
お
く
行
政
の
推
進
に
必
要
と
す

一本
位
向
改
革
で
な
け
れ
ば
な
白
句
一
定
し
、
な
お
、
介
護
手
引
訟
に
一
発
達
諜
題
に
は
、
身
体

的

な

一

一

は

、

こ

れ

が

ま

と

ま

る

の
で
・
一
川

政
府
は
国
家
公
務
只
給
与
の
完
全
実
施
を
政
府
に
義
務
国
民
生
活
に
多
大
な
影
響
を
川

さ
れ
た
地
方
自
治
的
本
旨
に
沿
一
る
財
源
的
経
保
に
は
、
地
方
財
一
な
い
と
考
え
て
い
る
・
一
つ
い
て
も
配
布
す
る
こ
と
に
な
一
面
、
知
的
な
面
‘
し
つ
け
の
簡
・
一
間
大
刑
l

応
戦
争
の
な
か
で
一
こ
れ
を
基
本
と
し
て
、
県
、
商
一

一
に
対
し
、
九
月
二
十
四
日
の
づ
け
た
も
何
で
あ
り
、
こ
こ

及
ぼ
す
こ
と
に
な
り
、
地
方
…

い
「
地
方
分
権
的
確
立
」
を
叫
一
政
的
確
立
の
た
め
の
税
財
源
こ
し
た
が
っ
て
.
こ
の
事
十
一

っ
て
い
る
。

一
道
徳
的
な
面
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
一
商
工
芸
援
を
伺
い
た
い
・一
去
議
所
と
も
協
湖
を
は
か
り
一

…
開
設
に
お
い
て
本
年
八
月
六
十
年
来
正
常
な
労
使
標
的
自
治
の
侵
筈
に
も
つ
な
が

よ

ん
で
来
た
が
、
会
臨
調
答
申
一
配
分
自
民
主
的
な
が
ら
、
一分
に
理
解
さ
れ
な
い
と
そ
れ
が
一
な
お
、
訪
問
露
出
平
一
な
側
面
が
あ
り
、
こ
れ
ら
が
澗
一
答
目
的
中
小
企
業
者
が
、
一
な
が
ら
、
器
産
業
を
は
じ
め
一

川
日
需
品
会
に
提
出
さ
れ
う
え
か
ら
蓄
を
さ
れ
て
き

も
の
で
あ
り
ま
す
・

一

員
る
と
き
、
地
方
行
財
政
運
一
本
市
の
一
般
財
源
的
中
心
を
な
一
警
と
な
る
の
で
‘
こ
の
雪
一
へ
、
痴
呆
症
告
を
取
り
入
れ
石
的
に
達
成
さ
れ
、
雪
上
げ
一
愉
出
向
不
振
、
現
支
出
向
通
一
京
小
売
業
者

Z
F量
一
七
人
事
院
勧
告
四

・
五
八
パ
た
と
こ
ろ
で
あ
っ
て
、

こ

れ

よ

っ
て
甲
府
市
警
は
、
…

営
の
平
準
化
、
画
一
化
を
推
し
一
す
市
税
収
入
の
確
保
に
市
長
一
職
貝
に
も
徹
底
さ
せ
る
と
共
に
、
一
よ
と
い
ヲ
問
題
に
つ
い
て
は
、
一
ら
れ
て
こ
そ
人
間
性
主
主
一
減
、
又
長
び
く
不
況
の
中
で
大
一
的
に
、
カ
キ
え
れ
て
い
き
た
い
一

…
1
セ
ン
ト
(
平
灼
一

O
、
七
五
府
み
ず
か
ら
が
否
字
幕
に
対
し
、
速
や
か
に
人
…

す
す
め

4
っ
と
す
る
狙
い
が
感
一
理
解
を
得
な
が
ら
、
公
正
な
課
一
市
民
の
方
々
に
も
十
分
理
解
を
一
現
行
の
訪
問
石
議
事
業
は
、
ね
一
格
が
形
成
さ
れ
て
い
く
と
考
え
一
変
厳
し
い
状
況
に
お
か
れ
て
い
一
と
考
え
て
い
る
。
一

一
一
五
円
)
国
家
財
政
的
危
機
る
こ
と
は
今
後
の
行
政
執
行
事
院
勧
告
の
凍
結
を
解
除
し
川

じ
ら
れ
、
先
般
、
全
国
市
長
会
一
税
客
体
的
把
援
に
努
め
、
財
糊
一
い
た
だ
く
よ
う
努
力
し
て
い
き
一
た
き
り
老
人
を
対
集
と
し
て
い
一

i
l
i
l
i
-
-
l
i
l
i
-
-
-
l
i
-
-
l
o
l
l
i
-
-
l
i
l
i
-
-
l
:
一…
と
行
政
改
革
の
名
の
も
と
に
に
重
大
な
支
障
多
桑
す
こ
と
公
務
員
労
働
者
向
生
活
向
上
恥

に
お
い
て
も
、
国
に
ま
地
方
一
の
重
占
的
、
効
率
的
運
用
を
図
一
示
。

τの
で

、

こ

れ

と

は

別

に

喜

一

一

:
s
u
i
tて
、
母
子

一川
完
全
凍

か

第 55号りよだt、
:z，; 議市!存国
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採
択
さ
れ
た
も
の

〔也
ぷ
付
出
吾
川
会
〕

0
農
用
地
区
域
の
指
定
除
外
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川
川
委

昭和57年11月1日

九
月
二
十
八
日
の
本
会
議
に
お
い
て
、
各
委
員
会
に
付
託
さ
れ
た
案
件
に
つ
い
て
、
二
十
九
日

に
委
員
会
を
開
会
、
審
査
し
た
経
過
と
結
果
の
主一
な
も
の

に
つ
い
て
は
次
の
と
お
り
で
す
。

総
務
委
員
会

民
生
委
員
会
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川
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好
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鶴
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